
１ 計画期間

令和元年度に策定しており、令和１０年度までの１０年間を期間とする

２ 計画の趣旨

(1) 関係条例における位置付け

●「小樽市自治基本条例」における主な規定の趣旨

・市は、将来的な展望に立ち、市の施策の基本的な方向を総合的に示す計画を策定する（第２０条第１項）

●「小樽市総合的な計画の策定等に関する条例」における主な規定の趣旨

・総合計画は本市の最上位の計画であり、市政に関する計画策定等に当たっては、総合計画との整合性を図る（第２条）

(2) 現行計画の策定に際しての位置付け

・市民、議会、市がまちづくりの方向性を共有し、効果的・効率的な市政運営を行うための将来的な展望に立った

総合的な指針として策定する

３ 計画の構成

総合計画は、「基本構想」と「基本計画」の二層により構成される

●基本構想

・総合的かつ計画的な市政運営を図るため、目指す将来都市像を示し、その実現のための

基本的方向を体系的に明らかにしたもの

●基本計画

・基本構想を実現するため、市政全般にわたって、各施策の基本的な方針を示したもの

・各施策における具体的な取組や指標を設定

第７次小樽市総合計画の概要について

基本構想

（政策）

基本計画

（施策）

構想と計画の二層構造
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「人口対策の視点」からテーマを横断して関連施策と主な取組を示し、指標を設定

次世代をつくる しごとをつくる 暮らしの魅力をつくる にぎわいをつくる

みんなで支え合う 将来に備える

３２の「施策」と各施策を構成する「小施策」について、具体的内容を記載

＜施策＞

「現状と課題」 施策の満足度などを把握するための「市民アンケート指標」

＜小施策＞

具体的な取組を示す｢主な取組｣ 各小施策の進捗状況を把握するための｢指標｣

人口減少への挑戦

市政運営に係る３つの施策について、基本的な考え方を示す

市民参加の推進 地域コミュニティ活動の活性化 民間・大学等との連携

財政健全化 効果的・効率的な行政経営 公共施設等の老朽化対策と最適化

行政区域を越えた連携 広域的・長期的な課題解決への取組

将来人口への適応

市民参加と協働によるまちづくりの推進

持続可能な行財政運営の推進

広域連携の推進

基本構想（体系図） 基本計画（主な記載事項）

４ 基本構想及び基本計画の概要

基本構想の体系と基本計画における主な記載事項、対応関係は次のとおり

行政評価に当たり、各指標の推移などから施策の効果等を点検


